
令和6年（2024年）１月17日（水）

北海道 保健福祉部 福祉局
高齢者保健福祉課

令和5年度 高齢者の権利擁護を考える集い

令和4年度（2022年度）

道内における高齢者虐待対応状況について
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本日の説明事項

令和４年度

高齢者虐待防止法に基づく対応状況等に関する調査結果

１ 調査について

２ 養介護施設従事者等（※）による高齢者虐待の状況

※介護老人福祉施設、居宅サービス事業等の業務に従事する者

３ 養護者（※）による高齢者虐待の状況

※高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等
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１ 調査について

＜名称＞

令和４年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に
基づく対応状況等に関する調査

・市町村及び都道府県で行われた高齢者に対する虐待への対応状況をまとめたもの

・平成19年度から毎年度実施、例年12月下旬に発表

・調査対象期間：令和4年度

・調査実施主体：厚生労働省

・全国数値 ：厚生労働省が公表

・全道数値 ：市町村からの調査票を高齢者保健福祉課において集計

し、道が公表
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（１）相談・通報件数及び虐待判断件数

２ 養介護施設従事者等（＊）による高齢者虐待の状況

＊介護老人福祉施設、居宅サービス事業等の業務に従事する者
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（2）相談・通報者の内訳（複数回答あり）

5２ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況

（※その他～元施設職員、医療関係従事者、介護支援専門員、匿名者等

人



２ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況

（３）虐待が認められた施設・事業所の種別
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（４）虐待の種別（複数回答あり）

7２ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況

 身体的虐待～身体に外傷が生
じ、又は生じる恐れのある暴
行を加えること。

 介護等放棄～衰弱させるよう
な著しい減食又は長時間の放
棄等、養護を怠ること。

 心理的虐待～著しい暴言又は
著しく拒絶的な反応、その他
著しい心理的外傷を与える言
動を行うこと。

 性的虐待～わいせつな行為を
すること又はわいせつな行為
をさせること。

 経済的虐待～財産を不当に処
分することその他高齢者から
不当に財産上の利益を得るこ
と。

人

＊性的虐待の令和4年度数値について
令和3年3月に発生した虐待事案（1事業所、被虐待者８０名））が、令和4年度に虐待認定

されたため突出。



・教育、知識、介護技術等に関する問題（56.1％)

・職員のストレスや感情コントロールの問題（23.0％）

・虐待を助長する組織風土や職員間の関係の悪さ,管理体制等

（22.5%)

・倫理観や理念の欠如（17.9％）
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（５） 虐待の発生要因の多いもの（全国）

２ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況



（１）相談・通報件数及び虐待判断件数

9３ 養護者による高齢者虐待の状況

＊高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等

件



（２）相談・通報者の内訳（複数回答あり）
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（※ 職務上知り得た者～介護支援専門員、介護保険事業所職員、市町村職員、民生委員、警察職員等

その他 ～近隣住民、匿名者等

３ 養護者による高齢者虐待の状況

人



（３）虐待者と被虐待高齢者との続柄（複数回答あり）
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３ 養護者による高齢者虐待の状況

人 人



（４）虐待の種別（複数回答あり）

12３ 養護者による高齢者虐待の状況

人

 身体的虐待～身体に外傷が生
じ、又は生じる恐れのある暴
行を加えること。

 介護等放棄～衰弱させるよう
な著しい減食又は長時間の放
棄等、養護を怠ること。

 心理的虐待～著しい暴言又は
著しく拒絶的な反応、その他
著しい心理的外傷を与える言
動を行うこと。

 性的虐待～わいせつな行為を
すること又はわいせつな行為
をさせること。

 経済的虐待～財産を不当に処
分することその他高齢者から
不当に財産上の利益を得るこ
と。



＜被虐待者の要因＞

・認知症の症状（56.6％）

・身体的自立度の低さ（44.9％）

＜養護者側の要因＞

・介護疲れや介護ストレス（54.2％）

・理解力の不足や低下（47.9％）

・知識や情報の不足（47.7％）

13
３ 養護者による高齢者虐待の状況

（５） 虐待の発生要因として多いもの（全国）



最後に・・・・・
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本日、ご紹介した調査結果は、ごくごく一部！

全道の状況は道ホームページで、全国の状況は厚生労働省ホームページで公表中

それぞれのトップ画面で“令和4年度高齢者虐待調査”で検索を。


